
栃
木
市
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

平
成

年
３
月

日
以
降
に
国
内

の
医
療
機
関
で
開
始
さ
れ
た
不
妊
治

療
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
、
治
療
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
対
象

　

左
記
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

○
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦
で
申
請
日
以

前
に
夫
婦
の
一
方
又
は
双
方
が
１

年
以
上
栃
木
市
（
合
併
前
の
旧
市

町
を
含
む
）
に
住
民
登
録
し
て
い

る
方

○
医
療
保
険
各
法
に
お
け
る
加
入
者

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◇
助
成
期
間
　

子
１
人
に
つ
き
通
算

５
回
ま
で
（
１
年
度
１
回
／
通
算

に
は
合
併
前
に
申
請
を
行
っ
た
回

数
も
含
む
）

◇
助
成
金
額
　

医
療
保
険
適
用
外
治

療
費
の
２
分
の
１
の
額
。
た
だ
し

栃
木
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
対
象
と
な
る
場
合
は
治
療
費

か
ら
県
助
成
額
を
差
し
引
い
た
額

の
２
分
の
１
（
限
度
額
は
１
年
度

万
円
）

◇
申
請
期
限
　

治
療
が
終
了
し
た
日

か
ら
１
年
以
内

◇
そ
の
他
　

３
月

日
以
前
に
開
始

さ
れ
た
治
療
に
つ
い
て
は
旧
自
治

体
で
の
補
助
基
準
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

本
　

保
険
年
金
課 

☎
（ ）
２
１
５
４

大
　

市
民
生
活
課 

☎
（ ）
９
２
１
６

藤
　

市
民
生
活
課 

☎
（ ）
０
９
０
３

都
　

市
民
生
活
課 

☎
（ ）
１
１
０
２

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃

腸
炎
や
食
中
毒
は
、
一
年
を
通
し
て

発
生
し
て
お
り
、
特
に
こ
れ
か
ら
が

流
行
期
と
な
り
ま
す
。

○
感
染
経
路
・
症
状

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
手
指
や
食
品

を
介
し
て
、
経
口
で
感
染
し
、
ヒ
ト

の
腸
管
で
増
殖
し
、
お
う
吐
、
下
痢
、

腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

　

健
康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す

が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
で
は
、

重
症
化
し
た
り
、
吐
ぶ
つ
を
誤
っ
て

気
道
に
詰
ま
ら
せ
た
り
し
て
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
治
療

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
ワ
ク

チ
ン
が
な
く
、
ま
た
治
療
は
輸
液
な

ど
の
対
症
療
法
に
限
ら
れ
ま
す
。 

予
防
が
基
本
＝
手
洗
い

★
患
者
の
ふ
ん
便
や
吐
ぶ
つ
に
は
大

量
の
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な
ど
に

は
、
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
下
痢
や
お
う
吐
等
の
症
状
が
あ
る

方
は
食
品
を
直
接
取
扱
う
作
業
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
胃
腸
患
者
に
接
す
る
方
は
、
患
者

の
ふ
ん
便
や
吐
ぶ
つ
を
適
切
に
処

理
し
、
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。（
使
い
捨
て
の
ガ
ウ

ン
や
エ
プ
ロ
ン
、
手
袋
、
マ
ス
ク

な
ど
を
着
用
し
、
ウ
イ
ル
ス
が
飛

び
散
ら
な
い
よ
う
に
ふ
き
取
る
。

使
用
し
た
も
の
は
袋
に
入
れ
密
閉

し
、
廃
棄
す
る
。）

★
特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗

力
の
弱
い
方
は
、
加
熱
が
必
要
な
食

品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
鮮
食

品
や
調
理
器
具
は
十
分
洗
浄
、
殺
菌

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
最
近
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
同
様
の

サ
ポ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃

腸
炎
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
感
染

を
防
止
す
る
た
め
に
も
予
防
（
手

洗
い
）
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
先

本
　

健
康
増
進
課 

☎
（ ）
３
５
１
１

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
次
の
事
を
守

り
、
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
生
後

日
を
経
過
し
た
犬
は
、
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
す
る
。

○
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
。
散

歩
の
と
き
も
放
さ
な
い
。（
犬
が
人

を
咬
む
お
そ
れ
の
ほ
か
、
犬
が
被

害
者
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

○
散
歩
時
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

○
鳴
き
声
に
配
慮
し
、
ど
う
し
て
も

鳴
き
や
ま
な
い
時
は
、
家
の
中
に

入
れ
る
な
ど
工
夫
し
て
飼
う
。

※
犬
の
し
つ
け
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ

ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
で

○
え
さ
を
与
え
る
と
野
良
猫
が
多
く

集
ま
り
、
フ
ン
の
害
な
ど
で
ご
近

所
の
迷
惑
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
え
さ
だ
け
を
無
責
任
に
与
え

る
こ
と
な
く
、
飼
う
な
ら
責
任
を

も
っ
て
正
し
く
飼
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
問
合
先

本
　

健
康
増
進
課 

☎
（ ）
３
５
１
１

大
　

市
民
生
活
課 

☎
（ ）
９
２
１
１

藤
　

市
民
生
活
課 

☎
（ ）
０
９
０
３

都
　

市
民
生
活
課 

☎
（ ）
１
１
０
２

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８

－

６
８
４

－

５
４
５
８

動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

で
は
、
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
方
法

ペ
ッ
ト
の
写
真
（
Ｌ
判
又
は
２
Ｌ

判
）
１
枚
と
、
応
募
者
氏
名
・
年

齢
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
・
題
名
・
ペ
ッ
ト
の
名
前
・
コ

メ
ン
ト
を
書
い
た
紙
を
、
動
物
愛

護
指
導
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
に
な

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

写
真
の
裏
側
に
応
募
者
氏
名
を
必

ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
期
間

１
月
３
日
㈪
〜

日
㈮
（
必
着
）

◇
そ
の
他

作
品
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影

可
。
合
成
処
理
等
の
デ
ジ
タ
ル
加

工
不
可
。
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

◇
申
込
・
問
合
先

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
２
１

－

０
１
６
６
宇
都
宮

市
今
宮
４

－

７

－
８
／
☎
０
２
８

－

６
８
４

－

５
４
５
８
）

健
診
・

　
　

検
診

１月号（  ）

◇
日
時
　

１
月

日
㈯

　

午
後
１
時

分
〜
３
時

分

◇
場
所
　

栃
木
文
化
会
館
（
旭
町
）

◇
費
用
　

無
料

◇
定
員
　

４
０
０
人

◇
内
容

第
１
部　

○
講
話

「
自
殺
予
防
に
つ
い
て
正

し
く
知
ろ
う
」

○
講
師
　

中
村
好
一
氏
（
自
治
医
科

大
学
公
衆
衛
生
学
教
室
教
授
・
県

自
殺
対
策
連
絡
協
議
会
会
長
）

第
２
部

○
講
演
　

「
か
け
が
え
の
な
い
命
を

守
る
た
め
に
〜
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
〜
」

○
講
師
　

石
井
苗
子
氏
（
女
優
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
東
京

大
学
医
学
部
客
員
研
究
員
・
保
健

学
博
士
）

◇
問
合
先

本
　

健
康
増
進
課

☎
（ ）
３
５
１
２

大
　

健
康
福
祉
課

☎
（ ）
１
７
８
８

藤
　

健
康
福
祉
課

☎
（ ）
０
９
０
４

都
　

健
康
福
祉
課

☎
（ ）
１
１
０
３

☆休日・夜間救急診療のお知らせ☆

・月～土曜日の 時以降
　栃木消防本部☎ －
・休日の 時以降
（日曜・祝日・年末年始）
栃木消防本部☎ －

栃木地区急患センター１月の当番医師　境町（医師会病院隣）☎ －
診療時間等　平日： 時～ 時（内科／小児を含む）　休日：９時～ 時（内科／小児を含む）（外科）
※変更になる場合もありますので、事前に電話確認をしてからお出かけください。

１ 土
内：小林 （こばやしクリニック）

日
内：川田 （かわたクリニック）

外：三浦 （三浦整形外科） 外：中野 （中野病院）

２ 日
内：斉藤（伸） （さいとう小児科） 月 青木（章） （静和医院）

外：盛川 （サンライズクリニック） 火 盛川 （サンライズクリニック）

○毎週日曜日　 時～ 時
対象　０歳～中学生
場所 とちの木病院（大町）
　　　☎ －
※１月２日㈰は、休診のため
急患センターをご利用ください。

○毎週木・金曜日　 時～ 時
対象　０歳～中学生
場所　下都賀総合病院（富士見町）
　　　☎ － （要電話確認）

３ 月
内：大森 （うづまクリニック） 水 高田 （高田クリニック）

外：森川 （森川内科外科クリニック） 木 山田 （合戦場クリニック）

４ 火 成田 （成田内科） 金 長谷川 （長谷川医院）

５ 水 竹田 （竹田内科医院） 土 玉野 （たまのクリニック）

６ 木 野崎 （野崎医院）
日

内：江口 （えぐち内科クリニック）

７ 金 腰塚（学） （ちづかクリニック） 外：亀田 （亀田整形外科医院）

８ 土 江口 （えぐち内科クリニック） 月 小林 （こばやしクリニック）

９ 日
内：福地 （蔵の街診療所） 火 大森 （うづまクリニック）

外：橋本（義） （橋本腎内科クリニック） 水 中村（昭） （なかむら耳鼻咽喉科クリニック）

月
内：箕輪 （箕輪内科） 木 川田 （かわたクリニック）

外：芳賀 （芳賀耳鼻咽喉科医院） 金 石井 （石井内科医院）

火 関口（弘） （関口医院） 土 石塚 （好生医院）

毎日 時～ 時
☎ － －
プッシュ回線の場合　 

＃

水 秋元 （秋元クリニック）
日

内：山門 （山門クリニック）

木 新村 （新村ファミリークリニック） 外：岡田 （岡田皮膚科耳鼻咽喉科クリニック）

金 中坪 （なかつぼクリニック） 月 青木（虎） （青木医院）

土 青木（虎） （青木医院） ※市のホームページにも掲載しておりますのでご覧ください。

～日本人に推奨できる科学的根拠に基づくがん予防法～

たばこは吸わない。他人のたばこの煙はできるだけ避ける。

飲むなら、節度のある飲酒をする。

食事は偏らずバランスよくとる。
・塩蔵食品（塩辛、漬け物等）、食塩の摂取は最小限にする。
・野菜や果物不足にならない。
・加工肉、赤肉（牛・豚・羊など）はとり過ぎないようにす
る。
・ 飲食物を熱い状態でとらない。

日常生活を活動的に過ごす。

成人期での体重を適正な範囲に維持する。（太りすぎない、やせすぎない）

肝炎ウイルス感染の有無を知り、感染している場合は治療を行う。

栃
木
市
自
殺
予
防
対
策
講
演
会
開
催▲第２部講師　石井氏

健
診
・

　
　

検
診

１月号（  ）




